私 は 母から も 又 学課 だけ を 教えて 呉れる 先生と 云う 

人から も 「妙な 子」、 「そだてに くいお 子さん」 と 云わ 

れて 居る。 自分で は 何にも 変な お子さん でも 妙な 子で 

もない つもりで も はたから そうして 呉れ るんで よけい 

にそうな つたの かも 知れない。 私 は 母から 見れば 妙な 

子と 云われても しかたがない、 つて 云う 事は自 ぼれ の 

つよい 自分で も 知って 居る。 それ は 母って 云う 人 は 一 

体 理性の かった 人で (但し 恐った 時に どな リ出 すの は 

くせ だけれ ど) 可愛そう で 泣きたい ように 私の 思う 事 

でも 世の中に はたんと ある こ つ たものと 云う 人で ある 

に 引き かえ、 私 は 泣きた ければ すぐ 泣く、 笑いた けれ 



「天職 を 全うする ため」 だと。 

又 私 は その 天職って ものが どんな 事が 天職で あり 又 

神様の 思って いらっしゃる 天職であろう。 天職と 云つ 

て 居る の は 人間で あるから 若し や 神様の 思 つ て 居ら つ 

しゃる 天職と はかけ はなれた 事 を 天職 だと 云って やし 

*k ヽ ゝ o 

るレカ 

母の 答 はこうで あ つ た。 

「女の 天職と 云えば 立派な 世の中に 遺す 事業の よう 

な 事の 出来る ような 子 を 産む のが 女の 天職で ある。 

なぜ かと 云う と 神様 の 作った 世界が ほ ろび ずに 行く 

と 云う の は 女が 子 を 産む 事が あるからで 神様 は 自分 



でもなんでも さっぱりして いやみの ない めずらしい 形 

に 結って 思い つきり 何でも はっきりした 娘が すき。 

妻と なった 人なら ばいかに も 可愛らしい、 殊 別の 

丸み を 心に もって やさし みのある、 そばに 居たら いつ 

まで も はなれたくない ような 人、 顔なん かどうで も 声 

なんか どうで も 只、 夫にから かわれても おとなし くや 

りかえ し、 手紙の 代筆 も 出来、 お 料理が 上手で 朝夕の 

(ママ) 

送り 向 え を 気持よ くして いつもき げんよ くして 居る 

人が すき。 私 はおく さんの 顔なん か のぞまない けれど 

も 只 あんまり ふとっちょさん はきら い。 

おつかさん は 学問が あつ て はっきり ものの わかる、 



底本 ： 「宫本 百合 子 全集 第一 一十 九 巻」 新 日本 出版社 

1981 (昭和が) 年に 月 お 日 初版 

1986 (昭和 S) 年 3 月^日 第 5 刷 

初出： 「宫本 百合 子 全集 第二 十九 巻」 新 日本 出版社 

1981 (昭和が) 年匸月 お 日 初版 

入力 ： 柴田卓 治 

校正 ： 土屋隆 

2 009 年 ー 月お 日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 



